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う
で
あ
る
。
彼
は
、
山
崎
の
ほ
か
に
教
頭
の
熊
谷 
八 や

 
十  
三 
の
名
も
あ
げ
て
い
る
。
の
ち
に 
西  
園  
寺  
公  
望 
の

そ 

み 

さ
い 
お
ん 
じ 
き
ん 
も
ち

執
事
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。
ま
た
、
講
堂
の
正
面
の

左
右
に
菅
原
道
真
と
二
宮
金
次
郎
の
胸
像
が
あ
っ
た

こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

　

彼
が
青
年
時
代
に
自
ら
を 
陶  
冶 
し
た
の
は
農
林
卒

と
う 
や

業
直
後
に
入
会
し
た
村
の
青
年
の
学
習
会
「 
双  
葉 
会
」

ふ
た 
ば

で
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
会
は
、
出
郷
ま
た
は

安
城
新
田
と
呼
ば
れ
た
こ
の
集
落
の
青
年
が
集
ま
っ

て
人
生
や
社
会
を
語
り
、
農
業
の
あ
り
方
を
討
議
し

て
い
た
も
の
で
あ
る
。
会
員
は
二
十
人
程
度
で
、
罫

紙
な
ど
に
筆
で
原
稿
を
書
き
、
持
ち
寄
っ
て
と
じ
、

一
冊
の
雑
誌
（
双
葉
集
）
を
作
り
、
会
員
の
間
で
回

覧
し
た
。
短
歌
や
俳
句
、
詩
や
小
説
の
ほ
か
、
職
業

論
や
社
会
論
・
人
生
論
を
投
稿
し
、
互
い
の
批
評
も

掲
載
し
た
。
執
筆
の
青
年
は
み
な
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
持

っ
て
お
り
、
大
見
は
「 
天
山
山
人 
」
と
名
乗
っ
た
。

て
ん
ざ
ん
さ
ん
じ
ん

　

天
山
の
投
稿
を
見
る
と
、「
…
国
家
社
会
人
世
に
尽

く
す
の
人
あ
ら
ん
を
欲
す
…
」（
『
そ
ぞ
ろ
言
』
一
九

一
一
年
一
一
月
号
）、表
題
『
現
代
の
青
年
を
代
表
し

　
　

大
見　
 
為  
次 　

Ⅰ

た
め 
じ

　

大
見
為
次
は
、
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
年
）
五

月
六
日
、
碧
海
郡
安
城
村
字
出
郷
（
現
在
の
新
田
町
）

に
生
ま
れ
た
。
八
月
一
日
に
日
本
が
清
国
（
現
在
の

中
国
）
に
宣
戦
を
布
告
し
た
年
で
あ
る
。
尋
常
小
学

校
へ
の
入
学
が
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
年
）、開
校

七
年
目
の
愛
知
県
立
農
林
学
校
（
現
在
の
安
城
農
林

高
校
）
へ
入
学
し
た
の
が
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇

年
）、同
校
卒
業
は
一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
年
）
三

月
だ
っ
た
。
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
八
年
）
に
日
露

戦
争
が
終
結
し
、
株
で
巨
万
の
富
を
得
た
商
人
が

「
成
金
」
と
呼
ば
れ
、
生
糸
の
暴
落
や
労
働
争
議
の

急
増
を
よ
そ
に
都
会
で
は
婦
人
の
頭
に
リ
ボ
ン
が
流

行
し
た
一
九
〇
七
年
ご
ろ
、「
明
治
元
禄
」
と
呼
ば
れ

る
こ
と
の
あ
る
時
代
だ
っ
た
。

　

大
見
の
人
格
形
成
に
は
農
林
学
校
が
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。
彼
自
身
が
の
ち
に
回
想
し
て
い
る
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
は
、
初
代
校
長
山
崎
延
吉
か
ら

修
身
の
授
業
を
受
け
た
り
、
剣
道
の 
寒  
稽  
古 
で
直
接

か
ん 
げ
い 
こ

打
ち
合
っ
た
り
し
て
い
る
。
修
身
は
教
科
書
を
使
う

の
で
は
な
く
、
山
崎
の
思
想
を
語
っ
て
聞
か
せ
た
よ

て
先
輩
者
諸
氏
に
訴
ふ
』（
一
九
一
二
年
八
月
号
）
な

ど
が
あ
り
、
病
気
入
院
直
後
に
は
長
い
原
稿
『
病
窓

漫
筆�
文
学
の
価
値
、
地
方
史 
編  
纂 
の
必
要�
』
を

へ
ん 
さ
ん

発
表
し
、「
…
人
生
の
幸
福
は
、
肉
体
の
上
に
非
ず
し

て
、
心
霊
の
上
に
存
す
も
の
也
…
」（
一
九
一
二
年
一

一
月
号
）
な
ど
と
発
表
し
て
い
る
。
彼
は
社
会
派
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ
号
に
同
人
の
不
老
は
、

「
双
葉
集
ハ
安
城
新
田
将
来
ヲ
代
表
ス
ル
位
置
ニ
迄

進
ム
ノ
決
心
ヲ
以
テ
進
行
セ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
…（『
評

論
』
同
号
）
と
書
い
て
い
る
。

　

『
双
葉
集
』
は
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
年
）

に
創
刊
号
が
出
さ
れ
、
一
九
一
八
年
（
大
正
七
年
）

ご
ろ
ま
で
に
九
〇
冊
以
上
作
製
さ
れ
て
い
る
。
一
九

八
六
年
（
昭
和
六
一
年
）、こ
の
回
覧
雑
誌
の
復
刻
編

集
に
と
り
か
か
っ
た
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
歴
史
ク
ラ

ブ
の
女
性
た
ち
は
感
想
を
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
…
当
時
の
人
に
は
、
話
題
が
あ
る
、
書
く
こ
と
が

あ
る
、
書
き
た
い
こ
と
が
あ
る
、
そ
し
て
書
く
。
そ

れ
だ
け
真
剣
に
生
き
て
い
た
の
で
す
。
…
」

　

『
双
葉
集
』
の
青
年
た
ち
は
、
会
の
こ
と
を
「
双

葉
舎
同
窓
会
」
と
書
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
集
落
の

自
治
活
動
の
な
か
に
「
夜
学
校
」
の
経
営
が
あ
り
、

尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
十
八
歳
（
数
え
年
）

く
ら
い
ま
で
所
属
し
た
。
同
窓
会
と
は
こ
れ
を
終
え

た
青
年
の
組
織
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
双
葉
舎
の
な

か
で
天
山
は
も
っ
と
も
優
れ
た
論
客
の
一
人
だ
っ
た
。

　

そ
の
彼
が
一
九
一
三
年
（
大
正
二
年
）、集
落
に
渦

巻
く
大
問
題
の
な
か
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
。
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